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韓
国
各
地
の
吉
刹

。
名
刺

を
巡
り
な
が
ら
韓
国
の
仏
教

文
化

や
地
方
の
風
土
に
接
し

て
も
ら
う

「韓
の
国
三
十
三

観
音
聖
地
」
ツ
ア
ー
を
、
韓

国
観
光
公
社
な
ど
が
開
発
し

た
。

「
お
遍
路
さ
ん
」
の
呼

び
名
で
親
し
ま
れ
る
四
国
八

十
八
カ
所
巡
礼
な
ど
を
参
考

に
新
た
な
観
光
資
源
を
つ
く

る
試
み
で
、
関
係
者
は

「癒

や
し
の
旅
と
し
て
日
本
か
ら

多
く
の
フ
ァ
ン
を
呼
び
込
む

と
同
時
に
、
韓
国
内
で
も
新

し
い
旅
の
ス
タ
イ
ル
と
し
て

提
案
し
た
い
」
と
、
日
韓
の

文
化
融
合
で
生
ま
れ
た
企
画

に
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

同
公
社
な
ど
に
よ
る
と
、

韓
国
で
は
霊
地
巡
礼
の
習
慣

は
な
い
が
、
名
刹
に
は
観
音

像
が
ま
つ
ら
れ
、
多
く
の
参

拝
客
が
訪
れ
る
。

「日
本
古

来
の
観
光
の
昼

昼

と
さ
れ

る
霊
地
巡
礼
を
韓
国
で
も
広

げ
よ
う
と
、
寺
院
関
係
者
に

よ
る
韓
国
仏
教
文
化
事
業
団

と
同
公
社
な
ど
で
組
織
し
た

推
進
委
員
会
が
主
催
し
た
。

三
十
三
カ
所
は
地
域
性
と

韓
国
仏
教
の
伝
統
的
な
姿
を

紹
介
す
る
観
点
か
ら
選
び
、

「
札
所
認
定
証
」
を
授
与
。

寺
の
自
来
、
伝
統
文
化
を
解

説
す
る

「専
任
先
達
」
の
資

格
を
新
設
し
、
ツ
ア
ー
で
は

資
格
取
得
者
が
案
内
役
を
務

め
る
。
各
寺
院
で
は
住
職
の

法
話
や
訪
間
証
明
と
な
る
朱

印
帳

へ
の
押
印
が
あ
り
、
三

十
三
カ
所
の
達
成
者
に
贈
何

人
目
か
を
記
し
た
記
念
牌
を

贈
る
計
画
だ
。

三
十
三
カ
所
に
は
韓
国
三

大
名
刺
と
さ
れ

る
通
度
寺

（
梁
山
市
）
、
海
印
寺

（映

川

郡
）
の

ほ
か
、
仏
教

の

国
内

最
大
宗
派
の
総
本
山

・
曹
渓
寺

（
ソ
ウ
ル
市
）
な

ど

が
含
ま
れ
る
。
日
本

か

ら
の
ツ
ア
ー

は
旅
行
代
理

店
を
通
じ
て

参
加
者
を
募

集
、
実
施
す

る
。

韓国版「お遍路」ツアー
「韓の国三十三観音聖地」巡り

公社など企画「新たな観光資源に」

33カ 所の 1つ で、国宝、地方

宝物 19点 の建造物がある摘産

寺 (梁山市)


